
第 3９回九都県市合同防災訓練  各都県市会場の訓練概要

都市名 神奈川県      

訓練目的 

大規模地震発生による甚大被害を想定し、自助・共助・公助の理念に

基づき、自主防災組織をはじめとした地域防災力の向上、県市及び防災

関係機関の災害対応力向上を図る。 

また、県医療関係機関を中心とし、自衛隊及び在日米軍と連携した実

践的な医療救護活動訓練を通じ、相互の連携強化を図る。 

日  時 平成30年８月26日（日）９時から12時 

会  場 県立相模三川公園（海老名市上郷２－１－１）ほか 

規  模 参加・協力機関 約 100 機関 

想定地震 

(1) 地震名称：都心南部直下地震 

(2) 地震規模：マグニチュード 7.3 

(3) 最大震度：震度６強 

訓練項目 

(1)  自主防災組織・消防団による訓練 

(2)  情報収集伝達活動訓練 

(3)  道路啓開・緊急交通路確保訓練 

(4)  救出救助訓練 

(5)  ライフラインの応急復旧活動訓練 

(6)  医療救護活動訓練 

(7)  在日米軍医療支援訓練 

(8)  災害救援ボランティアセンター設置運営訓練 

(9)  救援物資輸送訓練 

(10) 炊き出し訓練 

(11) 災害対応ロボットによる情報収集訓練 

訓練の特徴 

(1) 自主防災組織や消防団による初動対応から応援部隊等による救援

活動など、自助・共助・公助が一体となった救出救助訓練を行う。 

(2) 孤立地域の発生を想定し、陸上自衛隊の装備を活用した人員・物

資輸送訓練を実施する。 

(3) 海老名市の物資集積拠点の一つである南部大型防災備蓄倉庫隣接

地を活用し、救援物資の受入体制の検証を行う。 

(4) ＤＭＡＴを中心とし、災害拠点病院を活用した実践的な医療救護

活動訓練を実施する。 

問い合わせ先 くらし安全防災局防災部災害対策課 電話 045-210-3433 


